
博士課程在籍中は核融合加熱

（NBI）関係の研究をしておりまし

たが，ここ６年ほどは粒子加速器分野の仕事をしておりま

した．有難いことに今でも研究上の関わりがあり，そのご

縁で２０２０年から編集委員の仕事を拝命したところです．核

融合研究の最前線にいない自分に編集委員が務まるか懸念

はあったのですが，前任のY先生に相談に乗っていただい

たり，事務局の北澤さんにも多々サポートいただいて，何

とか任期あと半年までやってきられました．編集委員とし

て従事する中で，多様な研究テーマを目にする機会も増え

たのですが，それよりも，学生の頃から何気なく手に取っ

ていたプラ核学会誌の企画立案や審議，校正作業のな

ど，１つの記事ができあがるまでに多くのプロセスが関

わっていることを勉強できました．改めて編集委員会の皆

様には感謝申し上げます．

この編集後記を書いている１月半ば，新型コロナウイル

スのオミクロン株が急速に広まっている最中です．以前は

編集委員会は対面方式で行われていたとうかがっています

が，コロナ禍になってから，編集会議はすべてオンライン

になりました．また，この２年間で私の所属する J-PARC

でも，すっかりオンライン会議が定着してしまいました．

特に所外の方との打ち合わせは，ほぼ１００％Web会議に

なってしまいましたが，長いこと続くと慣れるもので，遠

くの研究所や大学の先生方とも，本務の合間に face to face

で議論ができるようになったり，頻繁に打ち合わせが入る

ようになったり，人との距離感も変わったような気がしま

す．

また，研究所の施設公開もオンラインになりました．例

年は所内にお客さんを呼んでスタッフがツアーを行うので

すが，この２年はYouTube ライブとニコニコ生放送での

オンライン公開でした．中高生向けを中心とした企画です

が，（今でも）ニコ生の視聴者数が圧倒的に多いことは驚き

でした．また，自身の研究の紹介動画も製作させていただ

いたりと，良い経験ができました．コロナ禍自体は悲しい

ことですが，生活様式や仕事の仕方が変わったことは悲観

せず，良い面もあると楽観的に受け入れつつある今日この

頃です． （柴田崇統）
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編集後記

乱丁・落丁本は，ご面倒ですが学会編集委員会宛ご送付ください．送料当方負担にてお取り替えいたします．
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